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吐魯番出土文物研究金金報
1 9 8 9 年 1 2 月 1 日

吐魯番出土文物研究佘

第 2 6 另
特集．古城址一覧(I)

新疆維吾爾自治匡古代城址一覧表 (I)
—貲文弼氏(J)調査報告在中心仁 l,--C-

荒川正晴編

</j: 匕叻仁】

麴氏高昌囷(J)都城.高昌城（力弓* - v·'"") (J)規模仁 --.J~\-C 、 『隋書』巻韶西域伝高昌(l)灸,土「其

(J)都城，土、周廼一千八百四十歩J t 伝元 -C~ 丶石。乙 (J)記事,t丶昔時0高昌城(J)規模在推定寸石際仁拋

QX巻唯-(J)貴重在、文猷史料匕 tj?-::,-C~ 丶石。既仁同灸在分析色九-C~\Q嶋崎昌氏以 1) 、之 (J)記事仁関

l,-C 、黃文弼氏(J)調査仁 .}:Q実際(l)高昌城址(l)周拥(l)規模力', ;13J: 壬u里（中囯里、 5 虹) L'd!>Q 幻

二七力、 G 、 「一千八百四十歩匕心大 Ii、六里余 rn:: 肖 Q3) 力、 G 、隋時(J)高昌城/;:J: tj? 宓大分小合力丶 -::,1::_

GL,~\J 匕推測色九T苾 6九Q4) 。岂 G 仁氏以、同匕＜貲文弼氏力＼汨址,::'之大城(J) 中仁子城（中心

部(J)城磬） (J)dt>-::>t::. 跡力吁护丑1,Q 匕報告 l,-C~\Q 乙匕在挙,11:i 九sJ' r隋(J)高昌城栻大城(J) 1.-逹石以

前(J) 屯 (J)"(-dt>-::, t::. 0 "J 力汀 k 注岂 n-c~\Q6) 0 

乙扣：：対 L,t閻文儒氏栻、高昌城老外城．內城（外城(J)中間丶宮城(l)南面仁位置寸石。貲文弼氐(l)

指摘色九忍子城仁相音寸石力丶？） ．宮城(J)三匡域仁分it-c説明岂九Q 7) 。氏力璠侖文仁掲載寸石故城平

面図,:: J: 九氐8) 、內城以3500m前後苾叭『隋書』仁伝~Q都城周匪(J)敷值匕近心屯 (J) 匕 tj?Q 。內· 外

城匕屯仁方形老成 l,-C~\Q 力＼外城以四面匕屯弧線在描岂、西北(J)角力甲邗獸司日Jj..、東面北半部力t外

仁向 -::>-C突出 L, -C~ 必。外城壁栻、土在7岂固叻t築力、九t 苾 f) (版築、版層 (J)厚岂 8-12cm) 、厚含

/j: 約12m前後、殘存部分(J)高岂（最高),ill. 5m仁達寸 Qo 圭左馬面（敵台•接台）令城門（西壁 2 門

＜北僙q(J)門以甕城在具~Q>· 北、東壁各 2 門．南壁 3 門）在具元-C~\Q9) 。閽文儒氏栻、乙 "J L, 左

馬面令甕城力;外城仁存在9Q 乙匕辛、宮城內(J)遺址(l)版層力＼比較的厚＜丶主左城中。小堡星內(l)建築

物匕寺院遺址力,-tx-c 日乾煉瓦T造Gnt~丶石建築(J)特徵力\唐d!)Q~\,糾習以後(l)天山以南各地(l)建

築(J)-ftl, 巳恿TQ 屯 (l) 匕岂 n,~G 仁『西州図経』 (P. 2009) ,:: 「聖人塔丶在子城東北角」 t it6 t) 四＼
唐代西州城,:: ,t既仁子城力'dt>-:::法上推測~tl,Q 之匕力、 B 、外城力，西州時代仁築力、九左匕推定色九-C~\
Q 11) 0 

乙九 G両氏(J)見解，才処石在沔氐隋代仁揉周拥叨叩m台(l)規模1.-dt> -::i 左高昌都城力',}書(l)西州時代仁

,i、子九在拥心外城力；構築岂九左 t~ 丶 3 乙幻：： tj? 0 "J 。同時仁現時寺、沼辻、外城力，高昌囯時代，：：寸t

仁存在 L, -C~ 丶左可能性屯十分考元 6九QI 2) (J) "(-、今後 (J)本格的在刁訐註周査,」耕待9Q部分,t少在丶<在、

心。左 t::.嶋崎．閽両氏(J)推測力丐山認i1) G 九乙七寸Q tj? G ,I, 肖然(l) 乙匕心力丐乙 (l)高昌城(l)掂張比

640年仁始圭石唐(J)西州経営七深＜関連寸Qo 唐啟丶二 (l)地仁西州老設置'°9-Q 七同時仁安西都護府在

置巻、卜 '7)七77 :;,;:t鎮守軍兵力「駐屯寸乙前線莘地 t tj?-::, 左。加~-C 、 「在京及衽諸州 (J)死罪(l)囚徒

在西州仁配 l,-C 戸 k 在寸 J (盯日唐書』巻 3 太宗紀貞観16年<642>正月灸） tj? t'、圭岂，：：「高昌田民，土

鎮兵及抒謫徙者匕西州仁雑居9 J (『資治通鑑』巻196貞観16年<642> 9 月灸）石狀態t tj? -::, t::. (J) 1.- d!) 
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る。安西都護府は、高昌城西方の交河城に置かれていたごとくであるが、後に天山軍(管兵五千人、

馬五百匹)が西州城内に設置されており i日)、言うまでもなく高昌城内にも多くの兵員が駐屯してい

たと思われる。西州期における一般戸口の増大 1'1}とともに、これらのことは高昌城拡張を促す要因

となったものと思われる。

ところでトゥルファンには、西州時期、この高昌城のほかに20余りの城邑が散在していたと思われ

る15)が、これらは西州下に県(高昌・交河・柳中・蒲昌・天山県) ・郷 (24郷) 16)としてほぼ組み

入れられていった(郷が設置されない城邑も当然ある)と考えられる。これらの城邑のいくつかは、

既に調査されているが、いま試みにその規模を列挙してみるならば以下のごとくである。 ((a)は現在

名/現在地、 (b)は城祉に関する情報・デー夕、 (c)は麹氏高昌園、西州時期における郡・県・郷の設置

を列挙した(拙稿「麹氏高昌国における郡県制の性格をめぐって一主としてトウルファン出土資料に

よる一J< Ii'史学雑誌.lI95-3、1986年>p.40参照)。

(1)交河古城

(2)安楽古城

(3)南平古城

(4)無半古城

(a)Yar-khoto (雅が湖)/吐魯番県の西約10km

(b)東西約300m(最広部分) ・南北約1000m、楕円形(崖上に位置し城壁なし)

南端と東側に城門あり(東門の広さ約5m) 17) 

(c)麹氏高昌国交河郡/西州交河県治

(a)Yangj-shahr (英沙古城)/吐魯番県の東約2km

(b)東西の残長約200m余り、不規則形(西・西北・西南の三面が崖に臨む)

版築、南壁の残高2-3m、下部の版層約10cm前後・中部約20cm前後、南側に

城門・嚢城あり(北庭故城北門と形式は同じ) C東・西門の存在?J、馬
面(敵台)なし 18)

(c)麹氏高昌国安楽県/西州交河県安楽郷

(a)Lampu (譲布工商)/吐魯番県の南約15km

(b)東西約400m.南北約430m、方形 1fJ) 

(c)麹氏高昌国南平郡/西州天山県南平郷

(a)Bogen-tura (閤坦図年・布干土桂)/吐魯番県の西約20krn

(b)東西約176m.南北約150m、方形、日乾煉瓦づくり、西側の城壁の残高約1.5

m.厚さ約3m、護城河あり、東壁中央に城門(広さ約5.5m)20) 

(c)麹氏高昌国無半県/西州天山県管内つ

この他、軍事施設としての成・鎮も多数配置されており(例えば赤亭成・鎮の遺祉と推測される七

克台郷古城は、善E善県七克台郷の東南約5kmにある正陵の東端に位置し、長方形で東西約28m，面積

約252mの規模をもつごとが知られる 21))、トゥルファンの古城祉は今後あらためて詳細に考察して

いかねばならないと思われる。幸い白須浄員氏により、トゥルファンの諸遺跡の詳しい紹介がなされ

るので、ここではこれらの城祉を検討する基礎作業の一端として、その規模を他の地域のものと比較

してみたいと思う。唐の中央アジア進出は、トゥルファン地域に限られず、ターリム盆地周辺の駕香

・亀蕊・疏勤・子園および天山以北の北庭地域にも及んでおり、西州時代のトゥルファンの城祉の検

討を進めていく上で、同様に唐の征服と支配を蒙ったこれら周辺地域の城祉との比較は不可欠のもの

つム



となろう。

そこで、まずは黄文弼氏の二つの報告(11考古記』・『報告dl)に限定して、上記地域に散在する

同時代の故城祉の情報(主として城祉規模に限定)の整理を試みてみた。本号および次号は、亀蕊城

祉周辺地域を取り扱うこととする。 11考古記』は、黄文弼氏が、ターリム盆地周辺を 1928~29年に調

査した折の、また『報告』は1957~58年の踏査に基づく同地域に関する報告書である。城祉の年代や

性格(形態や建築の特徴および城祉としての機能など)、およびその古城名ヘの比定は、他に参照す

べき調査報告や編纂史料および先学の諸論文が山積しており、一つ一つの城祉について詳細な検討が

必要となるので、ここでは取りあえず調査を担当された黄文弼氏の推定に基づいた。列挙にあたって

は、広く参考に供するため唐代の城祉だけでなく漢代に遡ると氏が推測されたものをも対象として、

軍事的な遺構を含む諸城祉を掲載した。ただし宗教的遺構と認められるものは、ここでは除外した。

なお域祉の平面図は、地域ごとに各表の後に付すこととする。本表作成にあたっては、本研究会メン

バーの開尾史郎・白須浄真両氏に種々ご、助言を賜わった。ここに記して謝意を表したい。

[注]

1 ) 嶋崎昌 I11惰書』高昌傍解説J 11惰唐時代の東トゥルキスタン研究』東京大学出版会、1977年、

pp.311-340。

2 ) 黄文弼『吐魯番考古記Jl (中国科学院、 1954年)p.4。

3) 惰・唐時期を考えると、 l歩は惰で6尺・唐で5尺、 l尺は惰で29.51cm(開皇官尺)・唐で31.

1cm程で、ある。呉承洛『中国度量衡史JJ (上海書居、 1984年)pp.54-76， 182-251参照。従って、

1840歩は、惰制では3257.9m、唐制では2861.2mとなる。何れにしても、嶋崎昌氏の指摘されたよ

うに、現状の高昌城祉の規模には遥かに及ばない。因みにアスターナ古墳群の墳墓より発見され

た唐代の木尺は、 29cm代のものが多い(①長29cm、幅2.8cm、厚1.3cm 66TAM44出土<永徽6年(

655)宋懐意墓> ②長29.3cm、幅2cm、厚0.9cm 73TAM191出土<永隆元年一 2年(680-1)文書お

よび文明元年(684)庸調麻布の伴出> ③長29.5cm、幅1.7cm、厚0.9cm 73TAM191出土。国家計

量総局・中国歴史博物館・故宮博物院主編『中国古代度量衡図集JJ<文物出版社、1984年>pp.22

25)。

4) 嶋崎昌、前掲論文、 p.325o 5) 黄文弼、前掲書、 p.40 

6) 嶋崎昌、前掲論文、 p.337，注(19)。

7 ) 間文儒「吐魯、番的高昌故城J 11文物J]1962年第7・8期、 pp.28-32( ii'三十年JJpp.136-41)。

8 ) 閣文儒、前掲論文、 p.29，図1I高昌故城平面図」。

8 ) 閣文儒、前掲論文、 p.28-30。白須浄真氏から、嚢城が西壁のほか東壁の北側の門にも存在し

ていたことをご指摘頂いた。なお高昌城の城門については、鄭痢林「高昌域諸門考J ii'蘭州大学

学報Jl1985年第4期、pp.25-32に詳しく検討されている。

10) 原文では、 「古塔五区。聖人塔一匡。右在州子城タト東北角。」とある。唐耕網・陸宏基編『敦

埋社会経済文献真蹟釈録』第一輯(書目文献出版社、 1986年)pp.54-5。

11) 閣文儒、前掲論文、 p.30。

12) 白須浄真氏は、現地調査を踏まえ、麹氏高昌国時代に既にタ卜城が存在していたと推定されてい

る。詳しくは、専論を待ちたい。

13) 11元和郡県図志』巻40に「天山軍、西州域内。開元二年置。管兵五千人、馬五百匹」とある。

14) もちろん一般の戸口数についても、飛躍的とは言い難いが高昌国滅亡後の西州時期において増

大している。トゥルファン地域全体にわたるものであるが、高昌国滅亡時に「戸入，0四六・口三七

η
ベ
U



，七三八J (Ii唐会要』巻95)であった戸口数が、一世紀後の西州時代開元年間時に「戸一一，六

四七J( Ii元和郡県志』巻40)、天宝年間時には「戸一一，一九三・口五0，三一四j (Ii通典』

巻174)I戸九，一一六・口四九，四七六J( Ii'旧唐書』巻40)となっている。

15) 拙稿「麹氏高昌国における郡県制の性格をめぐって一主としてトゥルファン出土資料による一」

( Ii史学雑誌JJ95-3、1986年)pp.38-41参照。

16) 24郷としたのは、 『元和郡県志』巻40による。Ii太平嚢字記』巻156参照。

17) 黄文弼、前掲書、 pp.7-9，付図二。

18) 李徴「安楽城考J (Ii中国史研究dJ1986-1) p.156。ただし、この英沙古城 (Yangi-shahr)に

ついては、佐口透『新彊民族史研究dJ (古川弘文館、1986年)pp.198-223参照。同書に引用され

るMannerheimの報告によると、当城は「各辺が540m、東門・西門・南門があり、城壁の高さは6.4m

[3.5mともいう〕であり、嚢城・櫓があり、城壁に沿って、幅と深さがそれぞれ3.66mの濠が設

けられてあった」とある。

19) 黄文弼、前掲書、 P.ll，付図三。嶋崎昌「高昌国の城邑についてJ (Ii惰唐時代の東トゥルキ

スタン研究』東京大学出版会、 1977年)pp.133-4，145-6注(92)参照。

20) 新彊維吾7J¥自治区文物普査耕公室・吐魯番地区文物普査隊「吐魯番地区文物普査資料J (Ii新

彊文物dJ1988-3) pp.44-5。嶋崎昌、前掲論文、 p.133o

21) 新彊維吾匁自治区文物普査耕公室・吐魯番地区文物普査隊、前掲論文、 pp.52-4。

[凡例]

(a)-------------ー一別表記・別名/現在地(ただし、正確な位置が不詳なものもある)。

(bトー----------Ii考古記』・『報告』に載せられる城祉に関する情報・データ。

(cト.._--------一一遺跡の年代および性格に関する黄文弼氏の推定。

なお地名表記については、基本的に『考古記』・『報告』および A.Stein，InnermostAsia， 

vol.4(Maps)， London，1928. CRep.New delhi，1981);S.Hedin，Central Asia Atlas，Stockholm 

1966.などに依拠した。

[略称]

『考古記』一一…黄文弼『塔里木盆地考古記』科学出版社、 1958年。

『報告』…._-----黄文弼『新彊考古発掘報告(1957-1958)dJ文物出版社、 1983年。

『三十年』一一一新彊社会科学院考古研究所編『新彊考古三十年』新彊人民出版社、 1983年。

『言司典』一--..・H ・--中国国家文物事業管理局編『中国名勝詞典』上海辞書出版社、 1981年(鈴木博訳・

村松伸解説『中国名勝旧跡事典』第5巻<西北・西南篇>ペりかん社、 1989年)。

(1)亀蕊古城

[南彊一亀蕗(クチャ)地域・ I1 
(a)Kucha、皮朗古城/庫車県城の東郊

(b)周囲約 7km 

北壁2075m(版築、版層の厚さ6-12cm、城壁の残高3.8m・幅8-16m、馬面<

敵台>なし)

東壁1608m!1 (版築、版層の厚さ20-30cm、城壁の残高7.6m・幅15m、40m毎

に馬面あり<長さ・幅とも4.8m>、土質・構築方式は北壁と

相違する)

凋
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( 2 )明田阿達城

(3)子什加提

南壁1809m(版築、版層の厚さ15cm、城壁の残高3.5m・幅2.8m、土質は北

壁と同じ)

西壁は残存せず

( Ii考古記.11pp.30-1，137、注(6)・『報告.11pp.54-61・『三十年.11pp.54-8) 

(c)亀蕊国の延城(漢代)、伊羅直城(唐代)、唐代の安西都護府治2)

(a)Ming-tan-ata/庫車県城の東北約7km 

(b)<内城〉東西150m・南北12m、長方形、版築、城壁の残高約1m.幅1-2m

<外城>北壁(残長)240m.東壁(残長)1825m<南・西壁は残存せず>、城

壁の残高1-2m前後、城壁の基部(残部)の幅約2m、土壌<日乾煉

瓦?>を積み重ねて構築、北壁に城門遺祉ありく幅約16m>、伊蘇

巴什河の東側に崖に臨んで、立つ(Ii報告.11pp.62-7) 

(c)唐代の駐兵地(Ii報告11p.65) 3) 

(a)Och-kat、烏什曙〈暗〉特、三道城/沙雅県・伯克里克村の西南約1.5km、新

和県の西約35km4)

(b)<内城>不明

<外城>周囲約624m、ほぼ円形、内城と外城との間隔約60m余り 5)

<大タト城>赤土造り 6)、城壁の基祉の高さ約1m(ただしどの城壁を指すか

は不明)、タト城と大外城との間隔約240m(:r考古記.11p.19・『三

十年.11p.150) 

(c)亀蕊国の大城の一つ(ただし国都としては存在せず7)) 

(4)額済動克 (a)Hajelik/沙雅県・大望j庫木の西南約5km 

(b)城壁沙中に埋没す、遺祉範囲は縦横約2.5km( Ir考古記.11p.20) 

(c)漢代遺祉(Ir考古記.11p.20) 

( 5 )大望庫木旧城 (a)Dawan-kum/額皆勤克旧城の南約5km 

白)城壁の残存は見られず(Ir考古記Jlp.20) 

( 6 )亙王璽盆 (a)Kiziトshahr/イ自動克斯の東約15km、克子爾荘の南方に二城が並ぶ(①西

側 ②東側)

(b)①周囲約330m、赤土造り、城壁の基祉・高さ約2m ②周囲約600m(城壁の

基祉は、①よりやや高い) (U'考古記.11p.21) 

(c)漢代遺祉([j'考古記.11p.22) 

以上(4) ・ (5) ・ (6)(大望庫木一帯の故祉)は 1~3 世紀のもので、後漢時代の

官乾城の故祉(西域都護班超の拠城)と推測される(:r考古記.1Ip.21)8)

-5 



[注]

1) [i'考古記.Dp.137、注(6)では、北壁を2000m、東壁を1446mとする。

2) 黄文弼「新彊考古的発現J Ii考古.!l1959年第2期、 pp.78-9(Ij'三十年JJp.55)において、この城

祉が漢代亀諸国の都城・延城であることを指摘されるとともに、これが北競時代には既に荒廃し、

その後唐の時代に回復したと推測される。また同「略述亀蕊都城問題J Ii文物.!l1962年第7・8期、pp.

16-9では、より詳しくその盛衰を検討され、都城は晋の時代には既に羊達克必大城に遷都し、再び皮

朗古城が都城として復活するのは、唐の貞観年間初め以前(玄提の来訪以前)とされる (p.19)。

これに対して最近、陳世良氏は次のように都城の変遷を整理されている。①両漢時期・・皮朗古城

(延城、ただし王葬末年(17年以後)~後漢永平3年 (60) の時期は、子什加提く烏{十曙〔暗〕特=

Och-kat/三道>古城に選都する) ②西晋末年(ないしは東晋初年、 4世紀初め)ごろ~呂光の亀

蕊討伐 (384)までの時期・・庫木吐控遺祉群③北貌~唐貞観22(648)年までの時期・-皮朗古

城(亀蕊城) ④唐貞観22年 (648)以後の時期・・皮朗古城(安西都護府治) (穎慶3年<658>

以後の時期に亀蕊都督府<亀蕊玉城>は、晋代都城旧祉に遷り、伊遅直城と呼ばれる) I亀蕊都城

研究J Ii新彊社会科学JJ1989年第2期、pp.1l6-23o

3) 古城内2号より漢文断片文書出土(l3X3.5cm)0 Ii報告JJp.66、図版47。

4) ただし、黄文弼「略述亀蕊都城問題J Ii'文物JJ1962年第7・8期(p.18)は、南側になお版築の城壁

遺祉(高さ5m，厚さ5m)が残されているとされる。Ii'長司典JJ (p.302)も、版築と説明する。

5) 武伯輪「新彊天山南路的文物調査J (Ii'文物参考資料J]1954年第10期)p.81 < Ii'三十年.!lp.150> 
には、内城(黄文弼氏の言うタト城か)の規模を東西408m・南北451m・高さ仰としている。日司典.!l (P. 

302)は、ごの城祉を中心城・内城・外城に分け、内城の規模については武伯論氏と同様の数字を掲

げる。ただし城壁の高さについては、残高5m・厚さ5mとする。

6) 黄文弼、前掲論文(p.18)では、新和県の西南18凶とし、 『5司典JJ(p.302)は、新和県域の西方約20
kmとする。

7) 黄文弼、前掲論文(p.18)。かつて氏は、 『考古記JJ(p.19)において、この城祉を唐以前の亀誌の

故都<金花王時代の旧都>で、玄奨の伝える荒城と推定されていたが、前掲論文(p.18)でこの説を

撤回された。なお前掲の陳世良氏の見解①参照。また武伯輪、前掲論文、 p.81(Ii'三十年.!lp.150) 

には、この城祉において金の十字架一枚を得たという、付近の農民の話掲げる。さらに『詞典.!l(p. 

302)には、臥羊紐のある「漢帰義尭長」銅印が出土したことを挙げ、この城祉を漢代における亀蕊

国の大都市のーっとする。陳世良、前掲論文、p.1l8参照。

8)大望庫木(Dawan-kum)周辺の土敬・管曇として、 『考古記』は次の四つを掲げる。

(a) ①土敢/沙雅県・大望庫木の東北約3.5-4km ②土域/①の北 ③土域/②の南東約l.5km 

④管畢/③の西南約1km

(b) ①周囲約36m、土築、壁中に土壊<日乾煉瓦?>あり、高さ約6m ②周囲約30m、高さ約5m

③周囲約36m、下層・土築、上層・土壌<日乾煉瓦?>づくり、高さ約12m

④く内層〉周囲約54m く外層〉周囲約161m、城壁の基祉・高さ1m弱(Ii'考古記.!lp.20) 

(c) ①漢職、唐以後重修 ③漢増、唐以後重修 ④古時の軍事中心地域 (未完)
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